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人間福祉学研究　第 11 巻第 1号　2018．12
う言説の政治になってきてポピュリズムみたいな
ものが出てきて足をすくわれたりするのです．私
は苦しくても，自分たちの問題を共同事業や共同
作業によって解決していく体験というか経験を少
し時間がかかっても積み重ねていく必要があると
思っています」（333 頁）と述べている．身近な
共同空間に具体的に落としていくことが機能する
仕組みとして育っていくことにつながるというの
である． 
 　社会福祉にかかるさまざまな制度は，身近な課
題に対して共同体として対応する仕組みを萌芽と
して，それらが育ち，重要性が広く認識されてき
た段階で，税や社会保険料を財源とする仕組みに
引き上げられるという歴史を積み重ねてきた．現
代日本では，持続的成長と安定的な雇用，あるい
はそこで考えられてきた標準世帯における家族あ
るいはジェンダーの役割分担がもはや機能できな
い現状のなかで，社会的包摂を可能とする仕組み
を多様な分野で大急ぎで構築していかなければな
らない．そのための切り口と知恵を本書は多く提
供している．それを具体的な成果として組みあげ
るには，なおいくつかの技術的困難がある．ワー
クする仕組みとして示していくところまでが，神
野教授が指摘するように研究者の役割である．そ
のことを想起させるうえでも本書は大きな貢献を
果たしている． 
 
 
